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3
月
定
例
会

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
地
域
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例	

全
員
一
致

　

本
郷
下
集
会
所
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い

改
正
す
る
。

■
市
立
学
校
設
置
条
例	

全
員
一
致

　

現
在
建
設
中
の
三
良
坂
小
中
一
貫
教
育
校
小
学
校
棟
が

完
成
後
、
灰
塚
小
学
校
、
仁
賀
小
学
校
及
び
三
良
坂
小
学

校
を
統
合
し
、
み
ら
さ
か
小
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
改
正
す
る
。

■
市
営
水
泳
プ
ー
ル
設
置
及
び
管
理
条
例	

全
員
一
致

　

櫃
田
水
泳
プ
ー
ル
の
廃
止
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
老
人
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例	

全
員
一
致

　

茂
田
老
人
集
会
所
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
改
正
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所
設
置
及
び
管
理
条
例	
	

	
全
員
一
致

　

川
西
診
療
所
及
び
君
田
診
療
所
の
診
療
日
等
を
変
更
す

る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例	

全
員
一
致

　

ご
み
の
分
別
に
お
け
る
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
指
定
ご
み
袋
の
種
類
の
追
加
に
伴
い
改
正
す

る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
指
定
ご
み
袋
の
種
類
に
、
燃
や
せ

る
ご
み（
20
リ
ッ
ト
ル
）を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
駐
輪
場
設
置
及
び
管
理
条
例	

全
員
一
致

　

三
次
駅
前
駐
輪
場
を
廃
止
し
、
新
た
に
三
次
駅
東
駐
輪

場
及
び
三
次
駅
西
駐
輪
場
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
伴
い
改

正
す
る
。

■
公
共
下
水
道
条
例	

全
員
一
致

　

下
水
道
の
使
用
者
が
下
水
道
使
用
料
を
不
正
に
免
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
規
定
を
設
け
る
た
め
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
第
23
条
に
お
い
て
、
水
道
水
以
外

の
水
を
排
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
な
ど
、
使
用
の
態

様
の
変
更
が
あ
っ
た
際
に
、
届
出
を
義
務
付
け
る
規
定
を

設
け
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例	

	
	

全
員
一
致

　

奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
の
利
用
料
金
に
新
た
な
項

目
を
追
加
す
る
た
め
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
料
金
を
規

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
社
会
教
育
委
員
条
例
等	

全
員
一
致

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」の
一
部
施
行
等
に
伴
い
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
政
省
令
で
規
定
さ
れ
て

い
た
資
格
要
件
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
政
省

令
を
引
用
し
て
規
定
し
て
い
た
社
会
教
育
委
員
条
例
及
び

青
少
年
問
題
協
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
社
会
教
育

委
員
及
び
青
少
年
問
題
協
議
会
会
長
の
資
格
要
件
に
係
る

規
定
を
改
正
す
る
ほ
か
、
市
有
林
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
引
用
条
項
の
整
理
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
等	

全
員
一
致

　

市
職
員
の
勤
務
条
件
等
の
改
善
の
た
め
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
主
任
こ
ど
も
発
達
支
援
専
門
員
の

新
設
に
伴
う
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
地
域
手
当
の

支
給
範
囲
等
の
拡
大
に
よ
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
、
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
改
定
に

伴
う
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
支
給
条
例
の

一
部
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

そ
の
他
の
議
案

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

工
事
名　

 
三
次
市
新
庁
舎
建
設
工
事

　

請
負
金
額 

変
更
前 
20
億
７
、３
７
５
万
円

　
　
　
　
　

 

変
更
後 
20
億
７
、９
０
２
万
６
、８
８
０
円

■
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

旧
作
木
村
に
お
い
て
、
民
放
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
解
消

事
業
と
し
て
整
備
し
た
テ
レ
ビ
中
継
局
局
舎
及
び
放
送
用

鉄
柱
を
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
に
無
償
譲

渡
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て	
賛
成
多
数

　

三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
み
よ
し
を
指
定
す
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

三
次
駅
前
駐
輪
場
の
廃
止
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
の
指

定
期
間
を
平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日

ま
で
に
変
更
す
る
。

■
総
合
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

本
市
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図

る
た
め
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
と
し
て
、「
三
次
市

総
合
計
画
」を
策
定
す
る
。

　

本
計
画
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
進
行
な
ど
の

社
会
経
済
潮
流
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、「
し
あ
わ
せ
を

実
感
し
な
が
ら
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
、
団
体
、
企
業
、
行
政
な
ど
、
本
市
を
構
成
す

る
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
な
取
組
に
挑
戦
し
て

い
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
指
針
と
し
て
策
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
な
お
、
現
行
の
総
合
計
画「
み
よ
し
百
年
物

語
」に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
3
月
31
日
限
り
、
そ
の
効

力
を
失
う
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て	

	
	

全
員
一
致

　

平
成
22
年
9
月
に
策
定
し
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
、
新
た
に
、
公
共
施
設
等
維
持
管
理
事
業
及
び
道
路
・

橋
梁
維
持
管
理
事
業
を
加
え
る
。

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て	

全
員
一
致

　

穴
笠
町
京
之
峡
辺
地
ほ
か
2
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て	

全
員
一
致

　

平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
た
甲
奴
町
有
田
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

工
事
名　

 

（
仮
称
）三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
築
工
事

　

請
負
金
額 

変
更
前 

24
億
３
、６
０
０
万
円

　
　
　
　
　

 

変
更
後 

24
億
８
、０
９
３
万
５
、５
６
０
円

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て	

全
員
一
致

　

小
根
森　

直　

子（
十
日
市
南
）

�

（
任
期
は
平
成
26
年
5
月
14
日
か
ら
4
年
間
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て	

全
員
一
致

　３月定例会を２月28日（金）から３月19日（水）まで開催し、議案45件及び意見書案３件
を原案のとおり可決し、陳情１件を不採択としました。
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桑　

名　

陽　

子（
作
木
町
）

�

（
任
期
は
平
成
26
年
4
月
30
日
か
ら
4
年
間
）

■
公
益
通
報
審
査
会
委
員
の
委
嘱
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

髙　

野　

隆　

行（
十
日
市
西
）

�

（
任
期
は
平
成
26
年
4
月
30
日
か
ら
2
年
間
）

■
公
益
通
報
審
査
会
委
員
の
委
嘱
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

大　

井　

睦　

子（
十
日
市
中
）

�

（
任
期
は
平
成
26
年
4
月
30
日
か
ら
2
年
間
）

意
見
書

■
「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る
意
見
書	

全
員
一
致

　

手
話
は
、
ろ
う
者
に
と
っ
て
大
切
な
情
報
獲
得
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き

た
。

　

２
０
０
６（
平
成
18
）年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
国
連
の
障

害
者
権
利
条
約
に
は
、「
手
話
は
言
語
」で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け
て

２
０
１
１（
平
成
23
）年
8
月
に
成
立
し
た「
改
正
障
害
者

基
本
法
」で
は
、「
全
て
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
言
語

（
手
話
を
含
む
。）そ
の
他
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に

つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
」と
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
法
第
22
条
で
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
情
報
保
障
施
策
を
義
務
付
け
て
お
り
、
手
話
が
音
声
言

語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞

こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、

自
由
に
手
話
が
使
え
、
更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普

及
、
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
た
法
整

備
を
国
と
し
て
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

■
野
生
鳥
獣
の
解
体
処
理
と
流
通
体
制
の
法
的
整
備
を
求

め
る
意
見
書	

全
員
一
致

　

環
境
省
と
農
林
水
産
省
は
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
鹿

の
生
息
数
を
現
在
の
３
２
５
万
頭
か
ら
１
６
０
万
頭
、
イ

ノ
シ
シ
は
88
万
頭
か
ら
50
万
頭
に
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

　

捕
獲
の
数
が
増
え
れ
ば
、「
出
口
対
策
」と
し
て
の
食
肉

利
用
の
促
進
が
欠
か
せ
な
い
。
野
生
鳥
獣
の
肉
を
販
売
す

る
に
は
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
食
肉
処
理
業
や
食
肉
販

売
業
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
需
給
調
整

や
、
ま
と
ま
っ
た
量
を
流
通
さ
せ
る
仕
組
み
が
未
整
備
で

あ
り
、
全
国
的
な
流
通
の
実
態
は
不
透
明
で
あ
る
。

　

と
畜
場
法
の
対
象
外
で
あ
る
野
生
鳥
獣
に
は
、
解
体
処

理
の
全
国
統
一
基
準
が
無
い
た
め
、
肉
質
の
状
態
な
ど
を

検
査
す
る
体
制
や
規
律
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
食
品
事

故
が
発
生
す
れ
ば
店
の
信
頼
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
全
体

と
し
て
消
費
離
れ
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
牛
や
豚
の
処
理

場
と
同
じ
よ
う
に
、
第
三
者
が
消
費
者
に
対
し
、「
生
体

が
健
康
で
あ
る
か
。
衛
生
的
な
環
境
で
処
理
さ
れ
た
か
。」

を
証
明
で
き
る
体
制
整
備
が
急
が
れ
る
。

　

一
部
の
都
道
府
県
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、

家
畜
並
み
の
安
全
性
を
担
保
し
て
、
安
心
な
野
生
鳥
獣
の

肉
の
供
給
体
制
を
整
備
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
一
律
の

体
制
整
備
が
望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
3
項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

■
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見
書	

	
	

賛
成
多
数

　

雇
用
労
働
者
が
、
安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な
処
遇
の
も

と
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
ひ
い
て
は
、
日
本
経
済
・

社
会
の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
、
政
府
内
に
設
置
さ
れ
た

一
部
の
会
議
体
で
は
、「
成
長
戦
略
」の
名
の
も
と
に
、

「
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
」や「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」の
導
入
、
解
雇
し
や
す
い
正
社
員
を
増

や
す
懸
念
の
あ
る「
限
定
正
社
員
」の
普
及
、
労
働
者
保
護

の
後
退
を
招
く
お
そ
れ
の
あ
る
労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し

な
ど
と
い
っ
た
、
労
働
者
を
保
護
す
る
ル
ー
ル
の
後
退
が

懸
念
さ
れ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
内
の
一
部
の
会
議
体
の
議
論
は
、
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
そ
の
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
労
働
政
策
に
係
る

基
本
方
針
の
策
定
の
あ
り
方
に
も
及
ん
で
お
り
、
労
使
の

利
害
調
整
の
枠
を
超
え
た
総
理
主
導
の
仕
組
み
を
創
設
す

る
こ
と
も
提
言
さ
れ
て
い
る
。
雇
用
・
労
働
政
策
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ（
国
際
労
働
機
関
）の
三
者
構
成
原
則
に
基
づ
き
労
働

政
策
審
議
会
に
お
い
て
議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た

提
言
は
、
国
際
標
準
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

よ
っ
て
、
3
項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

３月定例会 審議結果 （全員一致以外のもの）� ○…賛成　×…反対

区　分 結
果
沖

原

平

岡

竹

原

大

森

助

木
林
國

岡

伊

達

池

田

久
保
井

岡

田

小

田

福

岡

亀

井

須

山

保

実

宍

戸

吉

岡

新

家

杉

原

齊

木

澤

井

山

村

桑

田

鈴

木

小

池

議案第１号
平成26年度三次市一般会計
予算（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○

議案第35号
指定管理者の指定について

可
決
議
長○○○○×○○○○○××○○○○×○×○○○○○○

発議第３号
労働者保護ルール改悪反対を
求める意見書（案）

可
決
議
長○○○○○○○○××○○○○○○×○○○○○○○○

こんなことが決まりました
平成26年３月定例会

3 みよし市議会だより 第41号



平成25年度

一般会計　409億円　（前年度当初より6.6%増）
【特別会計予算】　総額　182億9,397万5千円

国 民 健 康 保 険 64億 934万2千円 土 地 取 得 120万3千円

診 療 所 1億4,899万5千円 下 水 道 事 業 21億5,657万9千円

介 護 保 険 72億4,561万2千円 農業集落排水事業 5億7,685万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 7億8,323万3千円 簡 易 水 道 事 業 9億7,215万3千円

【公営企業会計予算】

病院事業
収 益 的 収 入 84億2,041万6千円 資 本 的 収 入 2億4,992万7千円

収 益 的 支 出 84億1,574万9千円 資 本 的 支 出 7億3,225万1千円

水道事業
収 益 的 収 入 11億9,571万7千円 資 本 的 収 入 6億5,092万7千円

収 益 的 支 出 11億5,904万6千円 資 本 的 支 出 10億8,482万2千円

　　一般会計予算の補正（第7号）

　　　 17億3,382万4千円追加　　　　 431億9,408万6千円
　主な補正内容

《歳　　　出》	 ・経済対策関連事業	 9億8,210万円
	 ・公債費	 13億 250万9千円
	 ・基金積立金	 2億5,188万8千円
	 ・退職手当	 9,404万9千円
	 ・高齢者福祉施設整備事業	 1,991万2千円
	 ・選挙経費	 ▲2,104万円
	 ・障害者自立支援経費	 ▲5,800万円
	 ・三次駅周辺整備事業	 ▲1億6,000万円
《繰越明許費》	 ・市民ホール建設事業
《地　方　債》	 ・市民ホール建設事業の変更
	 	 ほか

補正額 総　額

平成26年度予算を可決3月定例会

42014（平成26）年５月10日発行



平成25年度　　　　　　　特別会計・公営企業会計予算の補正� （▲は減額）
会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1億9,924万9千円 69億3,950万2千円
診 療 所 特 別 会 計 ▲380万9千円 1億5,036万9千円
介 護 保 険 特 別 会 計 ▲173万円 71億2,763万8千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ▲3,801万9千円 7億6,809万7千円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億3,626万1千円 27億2,860万7千円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ▲154万6千円 5億7,457万1千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ▲394万3千円 10億2,559万3千円

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 入 ▲636万9千円 9億3,760万3千円
収 益 的 支 出 ▲1,125万4千円 9億 711万3千円
資 本 的 収 入 ▲1億1,000万円 5億5,329万5千円
資 本 的 支 出 ▲1億1,000万円 9億6,982万1千円

病 院 事 業 会 計
業務の予定量の変更及び企業債限度額の変更
・資産購入　　　　1億2,800万円（企業債　3,480万円）
・施設整備事業　▲1億2,800万円（企業債▲3,480万円）

●
予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告

　

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審
査
付
託

さ
れ
た
議
案
第
1
号「
平
成
26
年
度
三
次
市
一
般
会

計
予
算（
案
）」に
つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
よ
い
も
の

と
決
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
2
号「
平
成
26
年
度
三
次
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算（
案
）」ほ
か
議
案
19
件
に

つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を

も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
よ
い
も
の
と
決
し

た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述
べ
ら
れ

た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
。

議
案
第
1
号

　�「
平
成
26
年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算（
案
）」に
つ

い
て

　

1�　

各
種
補
助
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め

に
有
効
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
に

は
補
助
基
準
が
実
態
に
合
わ
ず
、
有
効
活
用
が

十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
支
援
の
目
的
や
地
域
の
実
態
な
ど
を
十
分

に
調
査
し
、
更
な
る
有
意
義
な
活
用
が
で
き
る

補
助
制
度
と
さ
れ
た
い
。

　

2�　

総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
や
財
政
計
画

は
、
審
査
に
お
い
て
必
要
と
な
る
資
料
で
あ

る
。
審
査
時
に
は
、
内
容
検
討
が
出
来
る
よ
う

に
提
出
さ
れ
た
い
。

　

3�　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
捗
率
は
、
地
域

間
に
よ
り
大
き
な
差
が
生
ま
れ
て
お
り
、
特
に

道
路
事
業
の
進
捗
率
は
非
常
に
悪
い
地
域
も
あ

る
。
今
後
の
事
業
計
画
は
、
地
域
審
議
会
の
意

見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
推
進
さ
れ
た
い
。

　
議
案
第
2
号

　�「
平
成
26
年
度
三
次
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算（
案
）」に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
多
額
の

繰
出
金
も
発
生
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
将
来
を
見

据
え
た
財
政
運
営
を
行
い
、
予
防
医
療
の
取
組
な
ど

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
削
減
に
努
め

ら
れ
た
い
。

議
案
第
10
号

　�「
平
成
26
年
度
三
次
市
病
院
事
業
会
計
予
算（
案
）」

に
つ
い
て

　

1�　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
―Ｃ
Ｔ（
陽
電
子
放
射
線
断
層
撮
影
装

置
）の
導
入
は
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
充
実
と
、
が
ん
医
療
に
対
す

る
貢
献
度
は
大
い
に
期
待
で
き
る
。
機
器
の
運

用
を
十
分
に
検
討
し
、
病
院
経
営
の
安
定
に
繋

げ
ら
れ
た
い
。

　

2�　

看
護
師
配
置
基
準
7
対
1
の
実
現
は
、
診
療

報
酬
の
増
額
に
繋
が
る
。
早
期
実
現
の
た
め
に

は
、
看
護
師
の
労
働
条
件
の
改
善
や
職
場
環
境

の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
早
急
に
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

　

3�　

が
ん
患
者
の
身
体
的
、
精
神
的
苦
痛
を
和
ら

げ
る
緩
和
ケ
ア
の
た
め
の
相
談
施
設
は
狭
隘

で
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。
必
要
な
施
設
整
備

の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

予 

算 

審 

議

　
3
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
「
平
成
26
年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）」
ほ
か
議
案
20

件
は
、
2
月
28
日
か
ら
3
月
17
日
ま
で
の
間
、
6
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し
、
19
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
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委
員
会
審
査
（
委
員
長
報
告
）

総
務
常
任
委
員
会

　

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
っ
た
議
案
第
35
号「
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
、
議
案
第
22
号「
三
次
市
地
域
集
会
所

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
案
）」ほ
か
議
案
9
件
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　

議
案
第
35
号
に
つ
い
て
は
、

1�　

非
公
募
と
し
て
、
株
式
会
社
暮
ら
し
サ

ポ
ー
ト
み
よ
し
を
選
考
し
た
理
由
は
、
文

化
団
体
と
の
連
携
や
、
三
次
市
文
化
会
館

に
お
け
る
施
設
管
理
に
実
績
を
持
ち
、
市

民
に
信
頼
が
あ
る
市
内
業
者
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
指
定
管
理
者
の
選
考
は
、
選
考

基
準
に
基
づ
く
理
由
を
明
確
に
し
、
市
民

に
わ
か
り
易
く
透
明
性
、
公
平
性
を
原
則

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
三

次
市
指
定
管
理
者
の
選
考
に
お
い
て
は
、

選
考
委
員
会
の
体
制
や
、
公
募
、
非
公
募

の
扱
い
も
含
め
て
、
も
っ
と
も
市
民
に
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎
重
に
検
討
さ
れ
た

い
。

2�　

株
式
会
社
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
み
よ
し

は
、
１
０
０
％
三
次
市
の
出
資
し
た
会
社

で
も
あ
り
、
三
次
市
民
ホ
ー
ル
が
市
民
の

文
化
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
ら
れ
る
と
共
に
、
一

層
の
健
全
経
営
を
め
ざ
さ
れ
た
い
。

　

議
案
第
37
号「
三
次
市
の
基
本
構
想
と
し

て
三
次
市
総
合
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」は
、

1�　

三
次
市
総
合
計
画
は
、
三
次
市
の
総
合

的
、
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
の

基
本
構
想
、
基
本
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
三
次
市
民
の
し
あ
わ
せ

を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
合

指
針
で
す
。
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行

な
ど
直
面
す
る
大
き
な
課
題
が
あ
り
、
激

し
い
社
会
情
勢
の
変
化
や
厳
し
い
財
政
状

況
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
総

合
指
針
と
な
り
、
必
要
な
事
業
が
着
実
に

実
施
さ
れ
る
に
は
、
財
政
計
画
や
推
計
の

裏
付
け
が
必
要
で
あ
り
、
総
合
計
画
に
基

づ
い
て
策
定
さ
れ
る
実
施
計
画
や
個
別
計

画
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
現
状
分
析
を

十
分
に
行
っ
た
う
え
で
策
定
し
、
総
合
計

画
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
適

宜
検
証
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。

2�　

総
合
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
市
民
の
参
加
と
行
動
が
不
可
欠
で
あ

り
、
将
来
の
人
口
推
計
や
厳
し
い
財
政
状

況
等
深
刻
な
状
況
を
市
民
に
十
分
に
説
明

し
、
理
解
と
協
力
を
求
め
ら
れ
た
い
。

3�　
「
誰
も
が
し
あ
わ
せ
を
実
感
し
な
が
ら
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
の
た
め
に

は
、
医
療
の
充
実
や
新
た
な
自
治
活
動
の

取
組
、
集
落
機
能
の
維
持
、
ま
た
地
域
交

通
の
対
策
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ

ら
に
対
し
て
、
行
き
届
い
た
施
策
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
第
23
号「
三
次
市
立
学

校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」ほ
か
議
案
5
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
全
員
一
致
で
可
決
し
、
陳
情
第
2
号

「
公
的
年
金
２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
に
反

対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」は
、
物

価
が
下
落
す
る
中
で
、
本
来
の
水
準
よ
り

２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
水
準
で
年
金
が
支

払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
年
金
制

度
の
維
持
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
を
図

る
た
め
に
特
例
水
準
の
解
消
は
や
む
を
得
な

い
措
置
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
全
員
一
致

で
不
採
択
と
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
案
第
26
号「
三
次
市
国
民
健
康
保
険
診

療
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例（
案
）」に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
診
療
所
医
師

の
確
保
を
含
め
、
体
制
の
維
持
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　

議
案
第
27
号「
三
次
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例（
案
）」に
つ
い
て
は
、

1�　

今
後
も
消
費
税
増
税
や
燃
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
、
指
定
ご
み
袋
作
成
コ
ス
ト
の

上
昇
が
予
想
さ
れ
、
ご
み
減
量
化
対
策
協

力
金
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
。
指
定
ご
み

袋
へ
の
広
告
掲
載
な
ど
の
新
た
な
財
源
確

保
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

2�　

焼
却
施
設
な
ど
の
過
剰
な
使
用
を
避

け
、
長
期
に
わ
た
っ
て
施
設
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
推
進
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
第
28
号「
三
次
市
駐
輪

場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例（
案
）」ほ
か
議
案
2
件
は
、
い
ず
れ
も

全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
案
第
28
号
に
つ
い
て
は
、

1�　

三
次
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
け
る
駐
輪

場
の
移
設
に
か
か
わ
る
議
案
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
事
業
の
完
成
ま
で
に
は
工
事
の

段
階
ご
と
に
駅
利
用
者
乗
降
場
や
駐
輪
場

等
の
位
置
が
変
更
す
る
た
め
、
利
用
者
が

混
乱
し
な
い
よ
う
充
分
な
事
前
周
知
に
努

め
ら
れ
た
い
。

2�　

三
次
駅
周
辺
の
駐
輪
場
や
駐
車
場
は
、

特
に
十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
常
時
不
足
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
や
立
体
駐
車
場
化
な
ど
も
念
頭
に

置
き
、
改
善
を
検
討
さ
れ
た
い
。
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　3月定例会では、14名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製
本の後、議会事務局、各支所、三次市立図書館及び分館に常設します。
　また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と本会
議の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめ
て記載しています。

市政を問う
平成26年3月定例会　一般質問

質問１

増
田
市
政
3
年
間
を
振
り
返
っ

て
、
そ
の
成
果
と
課
題
は

　

市
長
は
生
活
最
優
先
を
掲
げ
て
市
政
を
進

め
ら
れ
、
1
期
目
最
後
総
仕
上
げ
の
年
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
3
年
間
を
振
り
返
り
、

増
田
ビ
ジ
ョ
ン「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」を
通
し
て
、

市
民
ホ
ー
ル
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
進
捗
・
財
政
指
数
か
ら
み
た
成
果
と
、

残
さ
れ
た
課
題
は
何
か
。

答弁１

中
四
国
地
方
1
位
と
い
う
高
評

価
を
い
た
だ
い
た

�

増
田
市
長

　

市
長
の
給
料
50
％
カ
ッ
ト
、
市
長
交
際
費

の
廃
止
、
若
い
世
代
か
ら
の
副
市
長
登
用
に

つ
い
て
は
就
任
直
後
に
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
3
社
の
企
業
誘
致
を
実
現
し
、
市

民
ホ
ー
ル
等
の
建
設
に
は
有
利
な
財
源
の
活

用
で
順
調
に
進
め
て
い
る
。
更
に
行
財
政
改

革
大
綱
の
着
実
な
実
行
と
、
財
政
運
営
に
お

い
て
も
市
債
減
少
及
び
基
金
増
加
と
な
り
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
、

都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク「
新
・
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
」で
の
広
島
県
内
1
位
の
評
価
、
日

経
グ
ロ
ー
カ
ル
の
経
営
革
新
度
調
査
で
の
中

四
国
地
方
1
位
と
い
う
高
評
価
に
つ
な
が
っ

た
。

　

課
題
は
、
三
次
市
文
化
会
館
の
跡
地
利
活

用
、
植
物
工
場

の
実
現
、
酒
屋

総
合
交
流
施
設

を
含
め
た
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち

の
展
開
が
あ
り
、

実
現
に
向
け
取

り
組
む
。

質問２

小
・
中
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公

表
は
あ
る
の
か

　

小
・
中
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
は

ど
う
す
る
の
か
。
本
市
は
過
去
解
答
の
改
ざ

ん
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
学
校
間
競
争
に

つ
な
が
り
、
学
校
別
公
表
は
す
べ
き
で
な
い

と
考
え
る
が
。
小
中
一
貫
教
育
と
中
高
一
貫

教
育
校
設
置
要
望
に
整
合
性
は
あ
る
の
か
。

学
校
統
廃
合
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答弁２

教
育
委
員
会
会
議
で
決
定
す
る

�

白
石
教
育
次
長

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
学
校
別
結

果
を
一
覧
に
し
て
公
表
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
今
後
、
教
育
委
員
会
会
議
で
審
議
し
、

決
定
し
て
い
く
。

�

児
玉
教
育
長

　

中
高
一
貫
教
育
校
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
小

学
校
卒
業
時
点
で
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
に

な
り
、
小
中
一
貫
教
育
と
中
高
一
貫
教
育
の

教
育
内
容
や
方
法
が
相
乗
的
な
効
果
を
生
み
、

本
市
全
体
の
学
校
教
育
の
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
3
つ
の
高
校
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

平岡　　誠
市民クラブ

農業交流連携拠点施設建設現場

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
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7 みよし市議会だより 第41号



質問１

今
後
の
農
業
施
策
の
取
組
は

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

を
は
じ
め
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
縮
小
・

廃
止
な
ど
、
よ
り
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
廃
れ
る
と

人
口
急
減
も
考
え
ら
れ
る
。
農
家
の
不
安
を

払
し
ょ
く
し
、
生
産
意
欲
を
向
上
す
る
た
め

に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
農
業
施
策
を
展
開

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答弁１

集
落
法
人
の
新
規
雇
用
・
利
用
権

更
新
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
む

�

上
岡
産
業
部
長

　

国
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
主
食
用
米
中
心

か
ら
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な
ど
需
要
が

あ
る
作
物
の
生
産
振
興
を
行
う
と
と
も
に
、

収
穫
数
量
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と
し
て
い

る
。

　

市
の
今
後
の
農
業
施
策
の
柱
と
し
て
、
農

地
の
集
積
に
よ
る
効
率
的
な
農
業
経
営
を
行

う
集
落
法
人
の
設
立
・
育
成
を
は
じ
め
、
主

食
用
米
以
外
の
需
要
に
応
じ
た
作
物
の
生
産
、

付
加
価
値
の
あ
る
6
次
産
品
化
等
に
取
り
組

み
、
農
家
の
所
得
向
上
・
経
営
安
定
を
図
る

よ
う
考
え
て
い
る
。
特
に
、
集
落
法
人
の
新

規
雇
用
・
利
用
権
更
新
へ
の
支
援
や
、
出
荷

質問１

広
島
空
港
か
ら
の	

ア
ク
セ
ス
改
善
が
急
務
で
は

　

三
次
は
高
速
道
路
の
結
節
点
、
優
れ
た
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
が
、
広
島
空
港
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
カ
ー
シ
ェ
ア
拠
点
を

作
っ
て
、
企
業
の
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
運

用
し
た
ら
ど
う
か
。
企
業
誘
致
の
優
遇
策
に

も
な
る
し
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
の
需
要
増
に

も
つ
な
が
る
。

答弁１

企
業
ニ
ー
ズ
の
実
態
調
査
を	

実
施
す
る

�

上
岡
産
業
部
長

　

広
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
本
市
立
地
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
特
に
こ
の
1
年
余
り
、
製
造
業

に
お
い
て
は
、
業
績
の
向
上
と
と
も
に
東
京

方
面
か
ら
の
飛
行
機
利
用
が
大
幅
に
増
え
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い

く
。

野
菜
ハ
ウ
ス
導
入
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
新
規

植
栽
へ
の
支
援
拡
充
、
麦
・
大
豆
・
山
の

芋
・
カ
ー
タ
ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
加
工
原
料

の
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

質問２

用
水
取
入
口
の
土
砂
堆
積
へ
の

支
援
を

　

河
川
か
ら
樋
門
を
介
さ
ず
直
接
農
業
用
水

を
取
り
入
れ
る
用
水
口
は
、
河
川
の
増
水
の

た
び
に
土
砂
が

流
入
し
、
水
路

に
土
砂
が
堆
積

し
て
い
る
。
土

砂
撤
去
の
支
援

や
災
害
に
強
い

構
造
に
す
る
な

ど
の
取
組
は
出

来
な
い
か
。

答弁２

現
場
の
状
況
を
見
て	

考
え
て
い
く

�

上
岡
産
業
部
長

　

農
業
用
水
路
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
に
つ
い

て
は
、
事
業
規
模
に
よ
り
、
三
次
市
土
地
改

良
区
単
独
補
助
事
業
又
は
小
規
模
農
業
用
施

設
等
改
良
事
業
で
の
対
応
が
可
能
で
、
ど
ち

ら
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
、
補
助
率
50
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
土
砂
が
流
入
し
に
く
い
工
法
に
つ

い
て
は
、
現
場
の
状
況
を
見
て
考
え
て
い
き

た
い
。

質問２

三
次
市
文
化
会
館
跡
地
利
用
は
、

目
的
と
な
る
施
設
が
必
要
で
は

　

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
温
泉
、
サ
ウ
ナ
、
三
次
劇

場
の
再
現
や
芝
居
小
屋
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。
民
間
投
資
に
よ
る
食
事
と
芝
居
と
宿
泊

の
施
設
を
提
案
し
た
。
地
元
の
住
民
に
も
憩

い
の
場
が
提
供
で
き
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答弁２

基
本
構
想
に
沿
っ
た	

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

三
次
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
先

般
、
三
次
市
文
化
会
館
の
跡
地
利
用
及
び
拠

点
整
備
の
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
い
た
だ

い
た
。
こ
の
基
本
構
想
で
は
、
文
化
会
館
の

跡
地
は
基
本
的
に
は
観
光
交
流
の
拠
点
と
し

て
の
位
置
付
け
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
は
、
こ
の
基
本
構
想
に
沿
っ
た
形
で
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

池田　　徹

新家　良和

市民クラブ

と も え

用水取入口

三次市文化会館敷地
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質問１

三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
運
営
と	

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
の
考
え
は

　

市
民
ホ
ー
ル
管
理
運
営
の
選
定
は
本
来
、

幅
広
く
全
国
か
ら
事
業
者
を
公
募（
入
札
）し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
執
行
部
の
提

案
で
は
、
非
公
募（
随
契
）に
よ
っ
て
選
定
さ

れ
た
が
そ
の
理
由
は
。
専
門
性
の
高
い
施
設

設
備
、
特
殊
な
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
施

設
だ
か
ら
こ
そ
、
議
会
も
公
募
す
べ
き
と
指

摘
し
て
お
り
、
適
正
な
維
持
管
理
経
費
を
算

出
す
る
た
め
に
も
、
公
募
と
い
う
手
順
を
踏

む
べ
き
で
は
。
非
公
募
で
は
維
持
管
理
経
費

の
縮
減
が
図
ら

れ
た
か
否
か
と

い
う
審
査
さ
え

客
観
的
に
で
き

ず
、
議
会
と
し

て
も
指
定
管
理

料
の
妥
当
性
を

ど
う
判
断
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

答弁１

文
化
施
設
の
管
理
等
の
実
績
を

評
価
し
て
い
る

�

白
石
教
育
次
長

　

指
定
管
理
者
を
非
公
募
と
し
た
理
由
は
、

公
共
施
設
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
と
し
て
、

質問１

米
の
直
接
支
払
交
付
金
廃
止
に

伴
う
対
応
策
は

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
10
ａ
当
た
り

１
５
、０
０
０
円
を
７
、５
０
０
円
と
し
た
う

え
平
成
30
年
産
か
ら
廃
止
さ
れ
る
。
収
入
減

少
影
響
緩
和
交
付
金
等
は
平
成
27
年
か
ら
法

改
正
さ
れ
、
認
定
農
業
者
等
が
対
象
と
さ
れ

る
。
本
市
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
、
小
規
模
、

兼
業
農
家
へ
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

答弁１

十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

�

上
岡
産
業
部
長

　

経
営
所
得
安
定
対
策
の
米
価
変
動
補
填
金

は
、
平
成
26
年
産
は「
ナ
ラ
シ
移
行
の
た
め

の
円
滑
化
対
策
」を
経
て
、「
米
・
畑
作
物
の

収
入
減
少
緩
和
対
策
」い
わ
ゆ
る
ナ
ラ
シ
対

策
と
な
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
産
か
ら
の
交

付
対
象
者
は
、
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
・

認
定
就
農
者
に
限
定
す
る
よ
う
示
さ
れ
て
お

り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
設
置
に
よ
り
農
地

の
8
割
を
担
い
手
に
集
積
す
る
た
め
、
一
律

の
支
払
に
つ
い
て
は
行
わ
な
い
考
え
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
国
の
交
付
対
象
要
件
に
該
当

し
な
い
対
策
を
市
が
行
う
こ
と
は
、
他
の
作

物
や
産
業
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定
は
市
民
に
施
設
を
し
っ

か
り
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
に
、
そ

し
て
、
三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
基
本
計
画
の

基
本
理
念
で
は
、「
三
次
全
市
民
が
日
常
的

に
芸
術
文
化
に
触
れ
、
健
や
か
で
豊
か
な
心

を
育
む
」こ
と
、「
自
然
と
ま
ち
を
同
時
に
感

じ
ら
れ
る
環
境
の
中
で
、
三
次
独
自
の
芸
術

文
化
を
育
む
」こ
と
、
そ
し
て「
県
北
の
中
核

都
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
発
信
拠
点
と
な

る
」こ
と
の
3
点
を
掲
げ
て
い
る
。
市
民

ホ
ー
ル
の
業
務
は
維
持
管
理
、
貸
館
、
舞
台

技
術
、
自
主
事
業
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
最
大
限
の
効
果
・
効
率
を
発
揮
す
る
た
め
、

自
主
事
業
の
実
施
体
制
を
強
化
す
る
方
法
を

検
討
し
た
。
貸
館
、
舞
台
技
術
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
文
化
会
館
等
市
内
の
文
化
施

設
の
管
理
実
績
や
地
元
文
化
団
体
な
ど
と
の

連
携
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
の
実
績
を
評

価
し
、
㈱
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
み
よ
し
を
指
定

管
理
候
補
者
と
し
て
非
公
募
で
選
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
充
実
し
た
魅
力
あ
る
自
主
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
指
定
管
理
者
と
は
別
に

全
国
か
ら
プ
ロ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
専

門
業
者
等
を「
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

主
体
」と
し
て
、
公
募
す
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

　

指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
収
支
計
画
や

事
業
計
画
で
は
人
件
費
等
も
非
常
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
な
っ
て
お
り
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
を
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
提
出

し
て
い
く
。

質問２

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
化
へ
の
対
応
は

　

国
は
高
齢
者
の
主
な
死
因
の
1
つ
で
あ
る

肺
炎
を
予
防
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
定

期
接
種
化
と
し
た
。
本
市
で
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
任
意
接
種
を
開
始
す
る
と
し
て
い
た

が
、
定
期
接
種
の

方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
る
の
か
。

答弁２

10
月
か
ら
の
実
施
を	

考
え
て
い
る

�

森
田
福
祉
保
健
部
長

　

国
の
案
に
よ
る
と
、
接
種
対
象
者
は
65
歳

の
者
と
60
歳
以
上
で
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
者

と
な
っ
て
お
り
、
接
種
回
数
は
1
回
と
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
経
過
措
置
に
よ
り
、
既
に

65
歳
を
超
え
て
お
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
ま
で
、
70
歳
、
75
歳
、
と
い
っ

た
5
歳
刻
み
の
年
齢
到
達
者
が
接
種
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
定
の
自
己
負

担
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
国
の

政
省
令
関
係
の
改
正
等
や
他
市
町
等
と
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
10
月
か
ら
の
実
施

を
考
え
て
い
る
。

福岡　誠志

久保井昭則

と も え

公 明 党

三次市民ホール建設現場

9 みよし市議会だより 第41号



　

三
次
市
の
平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
４
０
９
億
円
と
過
去
最
高
で
、
人
口

規
模
類
似
市
の
平
均
約
２
５
０
億
円
と
比
べ

突
出
し
て
い
る
。
合
併
で
膨
れ
上
が
っ
た
予

算
を
適
正
化
す
る
た
め
の
行
革
が
不
可
欠
で
、

大
幅
な
市
職
員
や
議
員
定
数
の
削
減
を
断
行

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答弁１

次
期
定
員
管
理
計
画
で
も	

適
正
な
職
員
数
を
検
討
す
る

�

高
岡
副
市
長

　

こ
れ
ま
で
定
員
管
理
計
画
を
策
定
し
着
実

に
実
行
し
て
き
て
お
り
、
行
政
職
に
つ
い
て

は
平
成
16
年
度
７
４
９
人
で
あ
っ
た
も
の
が

平
成
25
年
度
に
は
計
画
職
員
数
６
３
４
人
を

下
回
る
６
０
２
人
と
な
り
、
１
４
７
人
の
削

減
を
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
定
員
管

理
計
画
は
平
成
26
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
以
降
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
に
財
政
状
況
が
激
変
し
て
い
く
こ
と

を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
新
総
合
計
画
に
基

づ
き
今
後
具
体
化
し
て
い
く
事
業
や
、
新
し

い
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
事
務
事
業
の

見
直
し
、
外
部
委
託
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
適
正
な
職
員
数
を
検
討
し
て
い
く
。

�

元
廣
総
務
部
長

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
か
ら
現
状
維
持
又
は
24
人
に
削

減
の
2
案
が
示
さ
れ
て
お
り
、
議
会
の
中
で

質問１

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
意
識
を

育
ん
で
は
ど
う
か

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
き
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
意
識
を

育
む
事
を
視
野
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
市
民

タ
ク
シ
ー
制
度

の
改
善
や
公
共

交
通
空
白
地
帯

の
対
策
に
つ
い

て
、
具
体
的
な

検
討
が
急
務
と

考
え
る
が
い
か

が
か
。

答弁１

新
総
合
計
画
の
中
で
も	

取
り
組
む

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
及
び
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
へ
の
磁
気

ル
ー
プ
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
と
と
も
に
、
ソ

フ
ト
面
と
し
て
、
市
役
所
窓
口
で
は
聞
こ
え

の
不
自
由
な
方
へ
の
配
慮
や
、
窓
口
職
員
に

対
す
る
研
修
会
の
実
施
、
市
が
主
催
す
る
懇

談
会
や
研
修
会
等
に
お
け
る
要
約
筆
記
者
や

適
切
な
判
断
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。質問２

市
民
ホ
ー
ル
を
民
間
の
管
理
へ

　

今
秋
開
館
予
定
の
市
民
ホ
ー
ル
の
運
営
に

つ
い
て
は
指
定
管
理
者
制
度
で
広
く
民
間
事

業
者
の
参
入
を
公
募
し
、
魅
力
あ
る
ホ
ー

ル
運
営
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
専
門
的
な

能
力
を
持
つ
民
間
参
入
を
排
除
し
、
市
の

１
０
０
％
出
資
す
る
子
会
社
と
の
契
約
は
市

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う

が
。答弁２

企
画
運
営
の
主
体
を
全
国
か
ら

公
募
す
る

�

白
石
教
育
次
長

　

施
設
管
理
部
門
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
文

化
団
体
と
良
好
な
関
係
を
保
ち
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
文
化
会
館
を
管
理
、

運
営
し
て
き
た
実
績
の
あ
る
株
式
会
社
暮
ら

し
サ
ポ
ー
ト
み
よ
し
が
適
任
で
あ
る
と
判
断

を
し
た
。
一
方
、
自
主
事
業
、
企
画
運
営
の

主
体
と
し
て
は
、
専
門
ノ
ウ
ハ
ウ
に
秀
で
た

民
間
主
体
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
全
国
か
ら
公
募
し

よ
う
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

類
似
団
体（
人
口
5
万
人
か
ら
7
万
人
の
類
似
市
）

と
の
比
較（
１
０
６
団
体
）

類
似（
１
０
６

市
）の
平
均

三
次
市

一
般
会
計
の
歳
出
総
額

（
Ｈ
23
年
度
決
算
）
（
約
）

２
７
０
億
円
（
約
）４

０
３
億
円

議
員
定
数

（
条
例
等
で
随
時
削
減
中
）
（
平
均
）

21
・
6
人

26
人

人
口
1
千
人
当
た
り
の

職
員
数（
人
口
5
万
人
～

10
万
人
の
１
９
５
市
）

（
推
計
）

6
・
7
人
（
推
計
）9

・
6
人

（
ワ
ー
ス
ト
24
位
）

手
話
通
訳
者
の
確
保
と
と
も
に
、
支
援
者
の

養
成
講
座
の
開
催
等
に
も
取
り
組
ん
で
き
て

お
り
、
新
総
合
計
画
の
中
で
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
見

直
し
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
検
討
の
中
で

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

質問２

観
光
情
報
発
信
・
情
報
収
集
の

共
有
を

　

観
光
推
進
戦
略
を
進
め
る
中
、
市
内
5
つ

の
観
光
協
会
が
オ
ー
ル
三
次
観
光
推
進
チ
ー

ム
に
参
加
し
て
い
る
が
、
観
光
協
会
が
無
い

地
域
で
は
自
治
連
や
支
所
が
そ
れ
を
担
っ
て

い
る
。
合
併
10
周
年
を
機
に
観
光
協
会
を
1

つ
に
束
ね
、
情
報
発
信
、
情
報
収
集
を
共
有

し
て
は
ど
う
か
。

答弁２

一
本
化
し
た
体
制
が
望
ま
し
い

�

津
森
副
市
長

　

戦
略
的
に
観
光
振
興
の
取
組
を
進
め
る
た

め
、
現
在
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、
商

工
会
、
市
な
ど
に
よ
る
オ
ー
ル
三
次
観
光
推

進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
、
協
議
や
情
報
共

有
を
行
い
な
が
ら
企
画
を
進
め
て
い
る
。

　

取
組
と
し
て
は
、
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

一
元
化
、
情
報
集
約
の
ル
ー
ル
化
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
活
用
に
よ
る
情
報
共
有
等
を
実
行

し
て
い
る
。

　

オ
ー
ル
三
次
観
光
推
進
チ
ー
ム
の
中
で
も
、

更
に
一
本
化
し
た
体
制
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
認
識
で
あ
り
、
組
織
論
も
含
め
て
、

議
論
を
深
め
て
い
く
。

吉岡広小路

鈴木深由希

三次志士の会

真 正 会

質問１

職
員
・
議
員
定
数
の
削
減
を
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質問１

全
市
民
が
共
有
す
べ
き	

最
高
指
針
の
策
定
を

　

個
人
、
団
体
の
違
い
に
関
係
な
く
、
皆
が

共
通
認
識
・
目
的
を
持
た
な
け
れ
ば
、
今
後

の
地
方
自
治
は
成
り
立
た
な
い
。
三
次
市
民

の
使
命
を
明
確
に
位
置
付
け
た
市
民
憲
章

を
策
定
し
、
い
か
に
進
む
べ
き
か
と
い
う 

※
注
天て

ん

壌じ
ょ
う

無む

窮き
ゅ
う

の
主
義
方
針
の
確
立
に
向
け
、

幼
少
期
よ
り
活
用
し
て
は
。

※
注
…�

天
と
地
と
と
も
に
果
て
し
な
く
永
遠
に

続
く
こ
と
。

旧
三
良
坂
町
民
の
心

�

（
昭
和
56
年
8
月
20
日
制
定
）

・
慈
悲
深
い
ふ
る
里
の
山
河
で
心
身
を
養
い
教

育
を
起
こ
し
て
薫
り
高
い
文
化
の
町
を
創
る
。

・
自
然
と
調
和
し
た
産
業
を
盛
ん
に
し
、
勤
労

に
情
熱
を
も
っ
て
豊
か
な
生
活
を
築
く
。

・
自
治
の
精
神
に
根
ざ
し
つ
つ
広
い
視
野
を
も

ち
、
日
本
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
に
尽
く
す
。

答弁１

市
民
憲
章
を
策
定
す
る

�

元
廣
総
務
部
長

　

市
民
憲
章
は
、
合
併
10
周
年
を
契
機
と
し

て
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
醸
成
し
、
一
体
感
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
市
民
の
理

質問１

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
は

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
て
い
る
が
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
進
捗
に
は
大
き
な
差
が
あ

る
。
市
は
、
事
業
費
や
財
源
が
調
整
で
き
な

か
っ
た
こ
と
等
を
理
由
に
、
事
業
ご
と
に
判

断
す
る
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
合
併
協
定
で

は
計
画
事
業
の
変
更

は
地
域
審
議
会
へ
諮

り
調
整
す
る
と
の
確

認
を
し
て
い
る
。
対

応
が
違
う
の
で
は
な

い
か
。

答弁１

真
に
必
要
な
事
業
を
見
極
め
る

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

合
併
後
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
の
計
画
事
業

の
変
更
に
つ
い
て
、
地
域
審
議
会
に
諮
っ
た

か
ど
う
か
全
て
を
承
知
し
て
い
な
い
た
め
答

弁
で
き
な
い
が
、
可
能
な
限
り
調
べ
て
い
く
。

な
お
、
計
画
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

地
域
審
議
会
に
一
覧
表
を
提
出
し
、
意
見
を

伺
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

増
田
市
長

　

昨
年
8
月
か
ら
各
地
域
審
議
会
に
お
い
て
、

想
と
生
活
目
標
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

策
定
す
る
。
こ
の
市
民
憲
章
は
強
制
し
て
い

く
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
に
受
け
止
め
愛
着
を
持
ち
、
時
代
を
切

り
開
く
共
通
の
目
標
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

�

白
石
教
育
次
長

　

市
民
憲
章
を
児
童
生
徒
に
も
理
解
さ
せ
、

定
着
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
策
定
さ
れ
れ
ば
、
各
学
校
で
し
っ

か
り
活
用
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

質問２

三
次
産
品
の
海
外
輸
出
に	

向
け
た
政
策
を

　

生
産
拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
が
進
展
し
て
い

く
中
、
企
業
誘
致
の
他
に
、
内
発
型
産
業
政

策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
実
に
人
口

減
少
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、
国
内
需
要

だ
け
で
は
安
定
し
た
地
域
雇
用
の
確
保
を
図

れ
な
い
。
人
口
増
加
と
経
済
成
長
の
続
く
海

外
に
需
要
を
求
め
、
新
産
業
創
出
や
販
路
開

拓
す
べ
き
で
は
。

答弁２

関
連
機
関
の
紹
介
や
情
報
提
供

を
行
う

�

上
岡
産
業
部
長

　

市
の
役
割
は
、
輸
出
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
の
紹
介
や
、
十
分
な
経
験
や
知
識
を
持

つ
広
島
県
の
海
外
輸
出
担
当
部
署
、
公
益
財

団
法
人
広
島
産
業
振
興
機
構
や
ジ
ェ
ト
ロ
広

島
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
と
つ
な
ぐ
こ
と
や
情

報
提
供
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
残
事
業
１
２
７
事

業
に
つ
い
て
検
証
い
た
だ
き
、
地
域
の
将
来

に
真
に
必
要
な
事
業
の
抽
出
に
つ
い
て
意
見

具
申
を
い
た
だ
い
た
。
新
年
度
早
々
に
は
庁

内
に
お
い
て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
地
域

審
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
私
自
身

も
再
度
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
も
含
め
て
、

真
に
必
要
な
事
業
を
見
極
め
た
上
で
、
期
間

延
長
も
含
め
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質問２

職
員
の
処
遇
改
善
を

　

三
次
市
定
員
管
理
計
画
で
は
、
保
育
所
の

民
間
委
託
や
統
廃
合
に
よ
り
、
臨
時
保
育
士

の
削
減
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
逆

の
現
象
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
収
入
が
3
分

の
1
と
処
遇
が
悪
く
、
民
間
委
託
や
統
廃
合

を
早
く
見
極
め
、
希
望
者
に
は
職
員
へ
の
登

用
を
す
べ
き
で
は
。

答弁２

処
遇
改
善
に
努
め
る

�

元
廣
総
務
部
長

　

保
育
所
の
民
間
委
託
の
方
針
に
よ
り
、
正

規
職
員
の
採
用
を
抑
制
し
臨
時
職
員
で
対
応

し
て
き
た
。
正
規
職
員
の
一
時
的
な
代
替
と

い
う
こ
と
で
臨
時
職
員
の
負
担
が
増
え
た
部

分
も
あ
る
か
と
は
思
う
が
、
そ
れ
に
伴
い
賃

金
の
引
き
上
げ
や
休
暇
制
度
の
充
実
な
ど
県

内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
処
遇
改
善
に
努
め
て
き

た
。
今
後
も
引
き
続
き
諸
条
件
の
改
善
に
最

大
限
の
努
力
を
す
る
。

杉原　利明

亀井　源吉

真 正 会

真 正 会

新市まちづくり計画等

11 みよし市議会だより 第41号



質問１

三
次
の
ブ
ラ
ン
ド
米
作
り
を

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
加
速
す
る
中
、
中
山
間
地

域
に
お
け
る
今
後
の
農
家
の
生
き
残
り
の
た

め
、
農
業
交
流
連
携
拠
点
施
設
が
計
画
中
の

今
こ
そ
、
乳
酸

菌
を
利
用
し
た

堆
肥
な
ど
を
活

用
し
、
有
機
米
、

ブ
ラ
ン
ド
米
作

り
で
、
希
望
が

持
て
る
農
政
の

推
進
で
農
家
に

安
心
を
与
え
る

時
で
は
。

答弁１

地
域
で
の
生
産
を	

高
め
て
い
た
だ
き
た
い

�

堂
本
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
長

　

ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
米
は
、
し
っ
か
り
し

た
値
段
で
売
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
地
域
で

の
生
産
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
農
業
交
流
連

携
拠
点
施
設
で
の
販
売
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
も
施
設
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

�

内
藤
甲
奴
支
所
長

　

甲
奴
地
域
で
は
、
平
成
16
年
4
月
に
甲
奴

郡
こ
だ
わ
り
米
生
産
部
会
を
Ｊ
Ａ
庄
原
甲
奴

質問１

農
業
交
流
施
設
に
つ
い
て
の	

考
え
は

　

三
次
市
合
併
前
に
お
け
る
※
注
農
村
交
流

に
つ
い
て
の
文
献
が
あ
る
が
、
現
場
か
ら
の

地
域
研
究
者
の
学
術
的
な
視
点
に
基
づ
く
た

め
、
予
言
的
か
つ
現
在
で
も
斬
新
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
知
的
人
材
の
視
野
を
確
保
す
る
た

め
の
取
組
は
。

　

ま
た
、
四
拾
貫
町
で
の
農
業
交
流
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

※
注�「
み
よ
し
農
村
公
園（
広
島
三
次
ワ
イ
ナ

リ
ー
）を
核
と
し
た
三
次
市
都
市
農
村
交
流

の
考
え
方
」（
平
成
13
年
3
月
）

答弁１

研
究
機
関
等
の
意
見
を	

取
り
入
れ
て
い
る

�

堂
本
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
長

　

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
核
と
し
た
三
次

市
都
市
農
村
交
流
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

県
立
広
島
大
学
の
先
生
の
意
見
を
い
た
だ
き

策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
研
究

機
関
等
か
ら
の
御
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

今
日
の
農
業
交
流
連
携
拠
点
施
設
の
整
備
に

至
っ
て
い
る
。

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

四
拾
貫
町
で
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
昨
年

要
望
書
が
提
出
さ
れ
話
し
合
い
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
間
団
体
の
主
体

郡
支
所
管
内
の
生
産
者
で
組
織
さ
れ
、
こ
だ

わ
り
米
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

平
成
25
年
の
生
産
農
家
数
は
24
戸
、
栽
培
面

積
は
22
・
２
へ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

「
安
心
！
広
島
ブ
ラ
ン
ド
」の
認
証
を
受
け
、

主
に
は
広
島
こ
だ
わ
り
米
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
、「
こ
う

ぬ
の
め
ぐ
み
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
Ａ

コ
ー
プ
、
全
農
系
列
店
な
ど
で
販
売
を
さ
れ

て
い
る
。

　

今
後
も
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、

農
家
や
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

質問２

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の	

未
実
施
事
業
の
早
期
実
現
を

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
捗
状
況
が
、

特
に
南
部
の
甲
奴
、
三
和
、
吉
舎
が
50
％
と

遅
れ
て
い
る
。
地
域
審
議
会
の
意
見
具
申
に

基
づ
き
、
今
後
実
施
す
る
事
業
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
、
次
期
総
合
計
画
へ
の
位
置
付
け

を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答弁２

事
業
精
査
を
行
う

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

残
事
業
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
地
域
審
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
再
度
現
地
も
確
認
し
な

が
ら
事
業
精
査
を
行
い
、
市
と
し
て
の
最
終

判
断
を
審
議
会
に
お
返
し
し
た
上
で
、
決
定

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
新
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
実
施

計
画
の
中
に
位
置
付
け
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

的
な
取
組
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
市

と
し
て
は
整
理
す
べ
き
課
題
、
公
平
性
・
透

明
性
の
確
保
な
ど
の
段
階
を
踏
み
な
が
ら
協

議
す
る
。

質問２

婚
活
に
対
す
る
市
の	

意
気
込
み
は

　

十
日
市
で
新
た
に
開
催
さ
れ
た「
街
コ
ン
」

は
、
婚
活
事
業
と
し
て
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、

地
元
産
業
に
も
貢
献
す
る
可
能
性
が
見
え
た
。

ま
た
、市
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
積
極

的
な
連
携
や
横
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、広
域
的

な
連
携
も
踏
ま
え
今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

答弁２

意
欲
的
に
取
り
組
む

�

瀧
奥
子
育
て
支
援
部
長

　

み
よ
し
中
央
通
り
一
帯
で
開
催
さ
れ
た

「
街
コ
ン
」は
、
１
７
７
人
が
参
加
さ
れ
、
男

女
の
出
会
い
の
場
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

協
力
さ
れ
た
地
域
の
活
性
や
ま
ち
づ
く
り
に

有
効
で
あ
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
側
面
的

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

�

増
田
市
長

　

婚
活
事
業
の
取
組
を
さ
れ
て
い
る
方
々
と

市
が
、
一
体
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
意

欲
的
に
取
り
組
む
。

伊達　英昭

小池　拓司
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質問１

障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
状
況
は

　

障
が
い
者
優
先
調
達
法
に
基
づ
き
、
就
労

施
設
等
や
在
宅
就
業
障
が
い
者
か
ら
の
物
品

調
達
や
役
務
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体

は
そ
の
調
達

方
針
を
作
成

し
、
実
行
す

る
こ
と
を
義

務
付
け
ら
れ

た
が
、
本
市

に
お
け
る
対

応
と
進
捗
状

況
を
伺
う
。

答弁１

本
年
度
の
調
達
目
標
額
は	

達
成
し
た

�

森
田
福
祉
保
健
部
長

　

本
市
で
は
、
三
次
市
障
が
い
者
優
先
調
達

方
針
策
定
会
議
を
設
置
し
、
毎
年
度
、
障
が

い
者
就
労
支
援
事
業
所
へ
物
品
・
業
務
に
つ

い
て
調
達
目
標
額
を
定
め
、
市
役
所
の
全
部

局
等
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
の
度
の
調
達

方
針
の
策
定
に
当
た
り
、
昨
年
の
10
月
か
ら

質問１

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の	

変
更
手
続
き
を

　

合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
11
年
間
と
さ

れ
て
い
る
。
最
終
年
を
迎
え
未
着
手
事
業
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
の
延
長
及
び

合
併
特
例
債
適
応
事
業
の
変
更
手
続
き
を
行

い
、
議
会
に
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答弁１

3
月
定
例
会
中
に
方
向
性
を	

示
す

�

増
田
市
長

　

地
域
審
議
会
に
お
い
て
、
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
残
事
業
１
２
７
事
業
に
つ
い
て
検

証
い
た
だ
い
た
。
地
域
審
議
会
の
検
証
結
果

を
踏
ま
え
つ
つ
、
再
度
現
地
も
精
査
し
な
が

ら
、
真
に
必
要
な
事
業
を
見
極
め
た
上
で
、

最
終
的
に
や
る
べ
き
事
業
を
決
定
す
る
。
事

業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
合
併
特
例
債

を
充
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
当
然
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
延
長
が
必
要
で
あ
る
し
、
実
施

計
画
に
も
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
だ

結
論
を
出
し
て
い
な
い
。
今
定
例
会
中
に
は

方
向
性
を
示
し
て
い
く
。

質問２

地
域
交
通
の
確
保
を

　

尾
道
松
江
自
動
車
道
の
開
通
に
伴
い
、
北

市
役
所
内
部
で
の
調
査
・
検
討
と
並
行
し
、

障
が
い
者
就
労
支
援
部
会
に
お
い
て
、
調
達

に
関
す
る
情
報
交
換
等
行
い
な
が
ら
、
策
定

段
階
か
ら
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

物
品
調
達
に
お
い
て
は
、
本
年
度
の
調
達

目
標
額
14
万
円
に
対
し
て
、
2
月
19
日
ま
で

の
実
績
は
、
14
万
１
、７
５
０
円
、
役
務
に

つ
い
て
は
、
調
達
目
標
２
４
０
万
円
に
対
し

て
実
績
は
２
４
５
万
１
、９
６
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

質問２

利
用
者
の
安
心
安
全
が
確
保
さ
れ
た

三
次
駅
舎
設
計
は
な
さ
れ
て
い
る
か

　

三
次
駅
舎
建
設
に
向
け
て
は
、
現
在
ホ
ー

ム
を
渡
る
連
絡
橋
の
昇
降
が
、
高
齢
者
に

と
っ
て
体
力
的
負
担
が
大
き
く
危
険
で
あ
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
願
う
声
が
多
数
あ
る
。

ま
た
、
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
な
い
と
聞
く
が
、

利
用
者
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
駅
づ
く
り

は
な
さ
れ
な
い
の
か
。

答弁２

関
係
機
関
と
協
議
す
る

�

花
本
建
設
部
長

　

三
次
駅
が
本
市
の
交
通
結
節
拠
点
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
し
て
既
設
跨
線
橋
へ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
い
く
よ
う
Ｊ
Ｒ
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
が
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
う

こ
と
で
昨
年
6
月
26
日
に
Ｊ
Ｒ
と
基
本
協
定

書
を
締
結
し
た
。
具
体
的
に
は
、
新
駅
舎
の

西
側
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

部
地
域
の
路
線
バ
ス
が
減
便
さ
れ
不
便
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
地
元
の
意
見
を
ど

う
把
握
し
、
地
域
や
市
の
中
で
ど
う
調
整
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
三
次
以
南
の
開
通
で

南
部
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答弁２

バ
ス
事
業
者
と
協
議
調
整
し
た

�

平
岡
君
田
支
所
長

　

君
田
町
に
お
い
て
は
、
減
便
に
当
た
っ
て

事
前
説
明
や
時
刻
表
の
配
布
を
行
っ
た
り
、

三
次
高
校
や
庄
原
の
高
校
へ
の
乗
り
継
ぎ
の

時
間
調
整
や
、酒
屋
方
面
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
利

便
性
の
確
保
を
図
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。

　

更
に
、
減
便
後
の
運
行
実
態
を
踏
ま
え
、

市
政
懇
談
会
で
地
域
課
題
と
し
て
話
し
合
い

の
場
を
設
け
た
り
、
地
域
振
興
課
と
と
も
に

地
域
と
の
意
見
交
換
会
を
開
く
な
ど
し
て
、

問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
中
央
病
院

や
三
次
高
校
及
び
君
田
小
学
校
か
ら
の
帰
り

が
不
便
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
地
域
振

興
課
を
通
じ
て
バ
ス
事
業
者
と
協
議
調
整
し

て
き
た
。

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

尾
道
松
江
線
の
吉
舎
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
開
通
に

伴
っ
て
、交
通
事
業
者
か
ら
南
部
地
域
の
バ
ス

を
減
便
す
る
な
ど
の
申
出
は
受
け
て
い
な
い
。

山村惠美子

宍戸　　稔

清 友 会

清 友 会

障がい者優先調達推進法のイメージ図

櫃田口バス停時刻表
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平
岡  

議
員

原
発
事
故
な
ど
が
万
一
発
生
し
た
場
合

に
対
処
す
る
た
め
、
中
国
電
力
と
原
子

力
安
全
協
定
の
締
結
を
。

市
単
独
で
の
協
定
締
結
は
大
変
困
難
で

あ
る
が
、
引
き
続
き
情
報
収
集
し
て
い

く
。

池
田  

議
員

少
額
の
道
路
等
の
入
札
に
つ
い
て
、
地

元
業
者
優
先
に
な
ら
な
い
か
。

市
内
業
者
を
限
定
と
し
た
一
般
競
争
入

札
が
最
適
と
考
え
て
い
る
。

福
岡  

議
員

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
早
急
に
料
金
改
定

が
必
要
と
あ
る
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

改
定
し
て
い
く
時
期
に
き
て
お
り
、
適

正
な
料
金
を
検
討
し
て
い
く
。

久
保
井  

議
員

今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。

地
域
と
保
健
・
医
療
・
介
護
が
連
携
し

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

で
も
検
討
し
て
い
く
。

中
長
期
の
取
組
と
し
て
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
立
ち
上
げ
を
。

平
成
27
年
度
に
環
境
基
本
計
画
の
見
直

し
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
お
示
し
す

る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
と
ブ
ラ
ン
ド
化

へ
の
支
援
策
は
。

地
域
産
品
開
発
支
援
事
業
、
販
路
拡
大

支
援
事
業
、
6
次
産
品
化
支
援
事
業
及

び
三
次
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
事
業
な

ど
で
あ
る
。

吉
岡  

議
員

合
併
10
周
年
と
同
時
に
市
制
施
行
60
周

年
記
念
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
。

今
回
は
合
併
10
周
年
を
限
定
し
て
事
業

を
行
う
。

新
総
合
計
画
に
伴
う
長
期
の
財
政
計
画

及
び
実
施
計
画
は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

3
月
定
例
会
中
に
3
年
間
の
財
政
計
画

及
び
実
施
計
画
を
お
示
し
す
る
。

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
決
意
を
伺
う
。

現
行
の
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
推
進
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
。

問答問答問答問答

問答問答問答問答問答

市
政
を
問
う

そ
の
他
の
質
問

質問１

川
西
地
区
「
郷さ
と

の
駅
」
施
設
の	

実
現
を

　

昨
年
、
国
土
交
通
省
の
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
、
全
国
12
か
所
の
1
つ

に
川
西
地
区
の
郷
の
駅
づ
く
り
が
指
定
さ
れ

た
。
こ
の
郷
の
駅
構
想
は
先
進
モ
デ
ル
と
し

て
全
国
に
事
例
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
持
続
可

能
な
集
落
づ
く

り
で
現
在
、
国

土
形
成
計
画
の

根
幹
と
し
て
浮

上
し
て
い
る
。

三
次
市
と
し
て

も
郷
の
駅
づ
く

り
を
支
援
す
べ

き
で
は
。

答弁１

地
元
の
主
体
的
な
取
組
を	

支
援
す
る

�

増
田
市
長

　

川
西
地
区
の「
郷
の
駅
」構
想
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
か
ら
、
軽
ト
ラ
朝
市
な
ど
の
具
体
的
な

取
組
も
行
い
な
が
ら
、
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ

た
事
に
対
し
、
高
い
評
価
と
感
謝
を
し
て
い

る
。
郷
の
駅
の
整
備
に
関
し
て
は
、
地
元
の

主
体
的
な
取
組
を
支
援
す
る
と
い
う
基
本
的

な
立
場
で
い
る
。

　

現
在
、
川
西
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
、
今
後
の
三
次
、
と
り
わ
け
周
辺
部

に
お
け
る
モ
デ
ル
と
し
て
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
実

現
し
て
い
き
た
い
。

質問２

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
一
括
管
理
を

　

現
在
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
は
、

各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
契
約
し
て
お
り
、
契
約
内

容
も
リ
ー
ス
や
買
取
り
な
ど
様
々
で
あ
る
。

健
康
推
進
課
で
管
理
を
一
括
し
、
布
野
町
の

市
営
プ
ー
ル
な
ど
設
置
場
所
を
増
や
し
、
民

間
委
託
を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答弁２

一
括
管
理
が
望
ま
し
い

�
藤
井
地
域
振
興
部
長

　

設
置
数
も
相
当
数
に
上
る
こ
と
や
救
命
に

つ
な
が
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
適
切
に
管
理
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
部
署
を
決
め

一
括
管
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
考

え
る
。

�

反
田
布
野
支
所
長

　

布
野
水
泳
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
し
て
い
な
い
が
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算（
案
）に
お
い
て
予
算

計
上
し
た
。
な
お
、
プ
ー
ル
を
使
用
し
な
い

時
期
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に

貸
し
出
す
な
ど
の
活
用
方
法
も
今
後
、
関
係

課
と
の
間
で
協
議
し
て
い
く
。

保実　　治
清 友 会

川西軽トラ朝市
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議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
長
中
間
報
告

�

平
成
26
年
2
月
28
日

「
議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
」に
つ
い
て

　

議
員
定
数
は
、
地
方
自
治
法
の
改
正

に
よ
り
、
定
数
の
上
限
を
人
口
に
応
じ

て
定
め
て
い
た
規
定
が
撤
廃
と
な
り
、

現
在
で
は
明
確
な
基
準
が
な
く
、
各
自

治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
特
別
委
員
会
で
は
、
判
断
の

基
準
に
、
市
の
産
業
構
造
、
人
口
、
面

積
、
財
政
規
模
、
合
併
市
町
村
数
、

小
・
中
学
校
数
を
考
慮
し
た
全
国
の
類

似
団
体
と
の
比
較
分
析
を
行
い
、
三
次

市
に
お
け
る
適
正
な
議
員
定
数
は
24
人

で
あ
る
と
の
分
析
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
討
論
に
お
い
て
は
行
財
政
改
革
の

視
点
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
声
が
市
政

に
十
分
に
伝
わ
り
、
市
民
全
体
の
福
祉

向
上
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
現
状
維
持

と
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
更
に
は
22
人
ま
で
削
減
す
べ
き
と

の
少
数
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、「
現
状
維
持
の
26
人
又
は
24

人
に
削
減
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
」と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

「
議
員
報
酬
に
関
す
る
こ
と
」に
つ
い
て

　

議
員
報
酬
は
、
将
来
に
向
け
て
魅
力

の
あ
る
三
次
市
を
創
造
す
る
た
め
に
、

議
員
の
資
質
向
上
と
、
次
世
代
を
担
う

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
ふ
さ

わ
し
い
報
酬
額
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
現
在
の
報
酬
額
で
は
議
員
活
動
に

対
し
て
十
分
と
は
言
い
難
く
、
報
酬
を

上
げ
て
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
三
次
市
の
財
政
状
況
や
民

間
の
賃
金
、
近
隣
市
と
の
報
酬
額
の
比

較
、
景
気
動
向
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
現
状
維
持
も
や
む
無
し
と
の
意
見

も
出
さ
れ
、
議
論
の
結
果
、
報
酬
額
は

現
状
維
持
と
し
、
議
員
活
動
の
充
実
と

資
質
向
上
の
た
め
に
必
要
な
政
務
活
動

費
の
増
額
を
求
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

以
上
、
本
特
別
委
員
会
の
審
査
の
結

果
と
状
況
に
つ
い
て
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

杉
原  

議
員

新
総
合
計
画
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
目

標
が
低
く
、
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
と
合
致

し
て
い
な
い
の
で
は
。

全
国
的
に
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化

が
進
む
中
、
人
口
維
持
の
観
点
で
の
目

標
設
定
は
適
当
で
な
い
。

財
政
状
況
や
人
口
減
少
の
中
、
本
庁
、

支
所
、
自
治
連
等
の
役
割
や
事
務
事
業

の
分
担
の
再
構
築
が
必
要
で
は
。

従
来
と
同
様
の
仕
組
み
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
共
感
が
得
ら
れ
る
形
で
考
え
て
い

く
。

伊
達  

議
員

自
伐
型
林
業
の
研
究
を
す
る
考
え
は
。

施
業
委
託
型
の
林
業
が
主
流
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
で
の
計
画
が
あ
れ
ば
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

山
村  

議
員

働
く
女
性
応
援
研
修
会
等
の
研
修
の
際

に
は
、
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
場
と
し
て
懇
親
会
等
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

研
修
で
の
出
会
い
を
契
機
に
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
よ
う
な
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

み
よ
し
あ
そ
び
の
王
国
周
辺
に
子
ど
も

が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
の
整
備
を
。

来
年
度
に
男
女
別
の
親
子
ト
イ
レ
及
び

授
乳
室
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

宍
戸  

議
員

新
総
合
計
画
を
策
定
す
る
意
義
は
な
に

か
。

人
口
減
少
社
会
に
真
正
面
か
ら
挑
戦
す

る
初
め
て
の
計
画
で
あ
る
こ
と
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
。

酒
屋
総
合
交
流
施
設
の
着
手
時
期
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

現
在
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
進
め

て
お
り
、
平
成
27
年
度
以
降
に
判
断
し

て
い
く
。

保
実  

議
員

消
費
税
増
税
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
事
務
で
は
、
1
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
へ
の
配
慮
を
。

申
請
も
れ
が
無
い
よ
う
に
丁
寧
な
対
応

を
行
う
。

い
の
し
し
や
鹿
に
つ
い
て
も
、
牛
・
豚

と
同
レ
ベ
ル
の
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
の
法
整
備
が
必
要
で
は
。

安
心
・
安
全
な
肉
を
供
給
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
が
、
課
題
も
あ
り
、
聞
取

調
査
を
行
い
た
い
。

問答問答問答問答

問答問答問答問答問答
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本
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
9

月
設
置
後
、
平
成
23
年
12
月
に
、
三
次

市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
等
に
関
す
る

意
見
、
ま
た
、
平
成
24
年
2
月
に
は
、

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
係
る
要
望
等

の
報
告
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
庁
舎
は
、
こ
れ
ま
で
外
部
に

あ
っ
た
教
育
委
員
会
、
福
祉
保
健
部
や

子
育
て
支
援
部
の
集
約
に
よ
り
、
出
来

る
限
り
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で

の
市
役
所
進
入
路
や
駐
車
場
用
地
の
確

保
、
災
害
に
対
応
し
た
免
震
構
造
や
庁

舎
内
に
避
難
所
を
想
定
さ
れ
る
な
ど
市

民
の
利
便
性
の
向
上
や
安
心
と
安
全
が

考
慮
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
市
当
局
の

こ
れ
ま
で
の
真
摯
な
取
組
に
対
し
、
敬

意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

審
査
し
た
内
容
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
や
職
員
の
多
く
が
利
用
す
る
庁

舎
内
の
売
店
に
つ
い
て

　
「
三
次
市
に
お
け
る
障
害
者
就
労
施

設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を

図
る
方
針
」に
準
じ
て
、
障
害
者
就
労

施
設
等
の
商
品
の
取
り
扱
い
を
今
後
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

　

庁
舎
内
に
お
け
る
受
動
喫
煙
対
策
に

つ
い
て

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
公

共
施
設
に
お
け
る
喫
煙
環
境
の
取
組
と

題
し
た
研
修
会
の
開
催
な
ど
、
調
査
・

研
究
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
「
敷
地
内
全
面
禁
煙
と
す
べ
き
」と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
本
特
別
委
員
会

の
結
論
は
、「
敷
地
内
全
面
禁
煙
と
し

た
場
合
、
道
路
や
側
溝
な
ど
へ
吸
い
殻

を
捨
て
る
な
ど
の
不
法
行
為
が
見
受
け

ら
れ
、
近
隣
へ
迷
惑
と
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
来
庁
さ
れ
る
喫
煙
者
へ
の

配
慮
と
非
喫
煙
者
に
対
す
る
受
動
喫
煙

防
止
の
双
方
か
ら
、
敷
地
内
に
必
要
最

低
限
の
喫
煙
場
所
を
指
定
す
る
。」で
あ

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
市
議
会
と
し
て
新

庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
等
を
引
き
続

き
、
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
特
別
委

員
会
の
審
査
の
結
果
と
状
況
に
つ
い
て

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
平
成
24
年
6
月

に
設
置
後
、
こ
れ
ま
で
8
回
の
委
員
会

を
開
催
し
、
三
次
市
行
財
政
改
革
推
進

計
画
の
各
取
組
項
目
の
目
標
に
つ
い

て
、
担
当
課
の
評
価
及
び
行
財
政
改
革

推
進
本
部
の
評
価
を
含
め
、
そ
の
進
捗

状
況
を
審
査
し
、
一
定
の
指
摘
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の

合
併
特
例
加
算
措
置
が
平
成
27
年
度
か

ら
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
、
約
30
億
円
が

減
額
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
効
果
的

で
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行

財
政
改
革
の
取
組
が
必
要
と
考
え
て
、

今
後
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に
対
す
る

意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。

1�　

三
次
市
定
員
管
理
計
画
は
平
成
26

年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
が
、

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
職
員
定
員

の
長
期
管
理
計
画
を
策
定
さ
れ
た

い
。

2�　

職
員
定
員
の
適
正
化
に
当
た
っ
て

は
、
有
事
の
際
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
組
織
づ

く
り
を
検
討
さ
れ
た
い
。

3�　

行
財
政
改
革
推
進
計
画
の
内
容
や

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
情

報
提
供
に
努
め
ら
れ
た
い
。

�

4�　

民
間
委
託
な
ど
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の

効
果
額
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
側
の
市
民
の

評
価
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　

以
上
、
意
見
は
4
項
目
で
あ
り
ま
す

が
、
効
果
的
で
良
質
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
少
な
い
経
費
で
最
大
に
提
供
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
ら
れ
、
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
を
機
軸
と
し
て
、
市

民
の
付
託
に
き
め
細
か
く
応
え
る
こ
と

の
で
き
る
行
財
政
の
運
営
を
切
望
し
ま

す
。

　

最
後
に
、
行
財
政
改
革
の
必
要
性
に

鑑
み
、
市
議
会
と
し
て
今
後
も
引
き
続

き
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

特
別
委
員
会
の
審
査
の
結
果
と
状
況
に

つ
い
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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　本委員会は、東日本大震災を契機に市議会における
災害発生時の対応要領を作成された多賀城市及び大津
波で町全体が壊滅した名取市閖

ゆり

上
あげ

地区の現場での説明
を受けるなど災害時における議会（議員）のあり方につ
いて研修を行った。
　多賀城市議会では、大地震や水害といった災害発生
時に議員が一体となって適切に行動できるよう、対応
要領と議員の行動マニュアルをまとめられている。
　東日本大震災では、議員が個別に活動して混乱した
経緯があり、指針策定の必要性が指摘されていた。災
害時の議員の行動や役割を示したのは、被災された東
北でも珍しい。対応要領によると、市が災害対策本部
を設置した場合、議長が「市議会災害対策支援本部」を
発足させ、支援本部長に就く。災害対策本部と議員と
の情報のやりとりは支援本部を通じて行う。議員の安
否は各会派を通じて確認するといった内容であった。
　名取市では、津波により、沿岸部閖

ゆり

上
あげ

地区の２名の
議員が住民の避難誘導中に被災し死亡されている。災
害時の議員の行動マニュアルの必要性は認めながらも
策定が大変難しいとのことで、実効性を持ったマニュ
アル策定がいかに難しいことを感じた。

　三次市議会では、災害発生時の議会（議員）としての
行動指針が定められておらず、各議員が独自の判断で
行動している。
　また、行政側が設置する災害対策本部と議会との連
携や、情報提供・報告のあり方も正式には確立されて
いない。このような状況では、議会（議員）が必要な情
報を得られないことで適切な判断を下せないこと、各
議員が独自の判断で災害対策本部に要望等をすること
により情報の混乱等が懸念されることなどから、今
後、災害時における議会（議員）のあり方について具体
的に取り組んでいきたい。� （委員長　伊達　英昭）

 ◉議会運営委員会 行政視察研修報告
　実施日　平成26年１月15日（水）～16日（木）
　視察地　宮城県多賀城市及び名取市

名取市閖
ゆり

上
あげ

地区

　本委員会は、大学との連携、通年議会、地域おこし
協力隊の活動、市民共同発電所事業、公共施設屋根貸
事業など多分野にわたる行政視察を、３市の先進地に
て行った。
　大津市では、龍谷大学とパートナーシップ協定を結
び、政策課題についての意見交換や、専門的な見地か
らの助言を受けている。双方が連携を取ることによ
り、成果が上がっているものである。また、通年議会
については、中学校のいじめ問題への対応を契機とし
て導入されたもので、年間を通して、議会が開かれて
いることから、突発的な課題等に、議会が迅速に対応
できるようになるものである。
　湖南市では、現在５人の地域おこし協力隊員が市内
全域を基盤に、アート、若者、女性力をキーワードに
活動している。集落リーダーの活用、協力隊のビジョ
ンの確立、市役所（部局）の行動力の３点が活動に必要
だと説かれている。なお、協力隊員の内２人は定住見
込とのことである。また、市民共同発電所事業は、地
域資源の活用を促し、日本のエネルギー対策に地方か
ら発信しようと、市では、地域自然エネルギー基本条
例を制定し、太陽光の自然エネルギーから生み出され

る富が地域に循環する仕組みをめざして普及を進めて
いる。
　東近江市では、自然エネルギーと公共施設の有効活
用の両面から、貸与した公共施設の屋根に太陽光の発
電パネルを設置し、市民の出資による資金協力を得な
がら、市民共同発電所事業を展開している。
　今回先進地で学んだ事項は、三次の新たな可能性の
創造と発展ための取組に活かしたい。
� （委員長　亀井　源吉）

　実施日　平成25年10月29日（火）～31日（木）
　視察地　滋賀県大津市、湖南市、東近江市

 ◉総務常任委員会 行政視察研修報告

東近江市役所
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　本委員会は、「シティプロモーションの取組」「フー
ドバレー構想」「産業支援センターの取組」等につい
て、先進地視察を行った。
　豊橋市では、地域が持つ強みを発信し、存在感を高
めることが都市間競争を勝ち抜くために必要であり、
そのため市民、事業者、大学、関係団体及び行政が一
体となり活動していくために、シティプロモーション
戦略ビジョンを策定され、数々の取組を実行されてい
る。その中でも、オーディションにより選ばれた豊橋
市の中学生から25歳で結成したパフォーマンスユニッ
ト「ＤＯＥＥ（ドゥイー）」は、年間40回程度、市内外の
様々なイベントに出演し、歌やダンスで豊橋を全国に
ＰＲしている。本格的なレッスンを積み重ねてのパ
フォーマンスは圧巻であるし、また、イベントのほか
各種メディアへの出演など、地方においても貴重な経
験ができることは、若者の定住促進の面からも良い効
果があると感じた。
　富士宮市では、食を生かした産業振興と市民の健康
づくりをめざしてフードバレー構想を策定されてい
る。この構想の中核となるのは、今や全国的な知名度
を誇る富士宮やきそばを活かしたまちおこしである。

平成12年に富士宮やきそば学会を立ち上げられ、平成
21年度までの経済波及効果は439億円という数字であ
り、新たなビジネスモデルを確立したと言っても過言
ではない。この成功のカギは、民間の活発な取組と市
の政策が一致し、相乗効果を発揮したことではないか
と感じた。
　富士市では、日本一高いチャレンジスピリットを合
言葉に富士市産業支援センター「f-Biz（エフビズ）」を
平成20年に設立し、起業や経営相談に当たられてい
る。政令指定都市の支援センターが年間数百件の相談
件数に対し、平成23年度2,140件となっており、その支
援手法や数多くの成功事例について話をうかがった。
　今回視察した先進事例を参考に、今後の審査や一般
質問に取り組んでいく。� （委員長　小田　伸次）

　実施日　平成25年10月28日（月）～30日（水）
　視察地　愛知県豊橋市、静岡県富士宮市及び富士市

 ◉産業建設常任委員会 行政視察研修報告

　本委員会は、「ごみリサイクルの取組」「ヨコミネ式
教育法」「規範意識を育てる事例」について、先進地視
察を行った。
　志布志市では、ごみ焼却施設がなく、一般廃棄物最
終処分場で埋立処分としていたが、平成16年度で場内
の処理容量を超えるとの予測から、生ごみの回収を増
やし、肥料に転換。また、粗大ごみは個別回収を行
い、販売や資源化するなど、平成10年の14,000ｔから
2800tに約８割の削減に成功した。ごみリサイクル率
は、平成23年度に76.3%を達成しており、年間一人当
たりごみ処理経費が全国平均14,400円に対し、8,120円
と半分程度となっている。埋立処分場を有している自
治体の先駆的な取組として、国内はもとより、海外か
らも注目をされている。
　次に、志布志市の私立通山保育園の１日の生活を通
じて、ヨコミネ式教育法の現場を視察した。
　「すべての子どもが天才である」をキーワードに、朝
の裸足ランニングに始まり、そろばん、楽器の演奏、
跳び箱、逆立ち歩行など、自分で考え、判断し、行動
する、子どもの「心の力、学ぶ力、体の力」を最大限引
き出す独創的な教育が実践されていた。

　最後に、神埼市では、本来、子どもに手本を示し、
教え育てる立場の大人が、規範意識の低下によって多
くの劣悪な事案を発生させていることから、当たり前
のことを当たり前にすること、交通ルールがあるよう
に学校や社会生活にも規範（ルール）があることを謳っ
た「四か条の誓い」を制定されている。現在、家庭と地
域が一緒になって、子どもの発達段階に応じた規範意
識の「誓い」を立てること、そして感謝の心を育てる取
組についての説明を受けた。
　以上、今回は、「環境」「教育」の分野について視察
研修を行った。これらを今後、本市のごみ処理、民営
化を含む保育所運営等への提言に繋げていく。
� （委員長　宍戸　稔）

 ◉教育民生常任委員会 行政視察研修報告
　実施日　平成25年11月13日（水）～15日（金）
　視察地　鹿児島県志布志市及び佐賀県神埼市

志布志市 私立通山保育園

富士市産業支援センター
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　このたび、ホームページへの掲載内容の見直しを行い、議会日程
など10項目を新たに追加しました。

追加した項目
①市議会とは、②市議会の運営、③傍聴のご案内、
④請願・陳情について、⑤議会日程のお知らせ、
⑥議決結果、⑦議員提出議案等、⑧委員会各種報告、
⑨議会報告会、⑩政務活動費

　今後も、順次新しい情報を掲載していきます。

　ピオネットの「あっちこっち三次」の生放送に議員が出演し、議会
での審議経過や結果などを皆さまにお伝えする企画に取り組んでい
ます。

　本年７月から放送できるように協議していますので、
ご期待ください。

市議会ホームページの充実に取り組んでいます

ケーブルテレビでの議会広報について

広報広聴常任委員会からのお知らせ
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5
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日
発
行
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甲奴の
パワースポット

み
よ
し

市
議
会
だ
よ
り

	₂月　₃日	 議会運営委員会、議会全員協議会、総務常任委員会

	 10日	 総務常任委員会、教育民生常任委員会

	 13日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会

	 14日	 議会改革推進特別委員会

	 17日	 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会

	 18日	 �₃月定例会告示、議会運営委員会、議会全員協議会、

		  行財政改革調査特別委員会

	 27日	 議会運営委員会、広報広聴常任委員会

	 28日	 ₃月定例会本会議、予算決算常任委員会

	₃月　₃日～₅日　本会議（一般質問）

	 ₅日	 広報広聴常任委員会

	　　　₆日～�₇日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、産業建

		  設常任委員会

	 10日	 予算決算常任委員会

	 13日	 議会運営委員会

	　　　12日～14日　予算決算常任委員会

	 17日	 予算決算常任委員会

	 18日	 行財政改革調査特別委員会

	 19日	 �議会運営委員会、本会議、議会運営委員会、議会全員

		  協議会

	 ₄月11日	 会派代表者会議、議会全員協議会

	 17日	 広報広聴常任委員会

	 23日	 広報広聴常任委員会

	 28日	 第₁回臨時会告示、議会運営委員会

　

去
る
3
月
19
日
、
3
月
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
各
予
算（
案
）や
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算（
案
）、
三
次
市

総
合
計
画（
案
）、
条
例
の
一
部
改
正（
案
）な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
11
月
完
成
予
定
の
三
次
市
民
ホ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
巡
っ
て
は
、
激
し
い
賛
否
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ど
ち
ら
も
市
民
ホ
ー
ル
事
業
を

通
し
て
三
次
市
の
歴
史
、
文
化
、
芸
術
の
発
信
を
市
内
外
に
ど

う
し
た
ら
高
め
て
い
け
る
の
か
、
三
次
市
の
発
展
に
ど
う
繋
げ

て
い
け
る
の
か
が
真
剣
に
議
論
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
定
例
会
は
、合
併
し
て
10
年
が
経
ち
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
三
次
市
の
将
来
方
向
を
定
め
る
議

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。新
し
い
総
合
計
画
の
め
ざ
す
ま
ち
を「
幸

せ
を
実
感
し
な
が
ら
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
～
中
山
間
地
の
未

来
を
拓
く
拠
点
都
市
・
三
次
」と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、

行
政
・
議
会
・
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

3
月
30
日
に
は
中
国
横
断
自
動
車
道
三
次
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

～
吉
舎
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
来
年
3
月
に
は
全
線
が
開
通
し
ま

す
。
縦
・
横
の
自
動
車
道
に
よ
っ
て
、
人
的
交
流
は
更
に
活
性

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
捉
え
積
極
的
な
制
度
・
政
策
を
提
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
平
岡　

誠
）

₂月　₄日　三重県いなべ市（新庁舎建設について）
　　　₅日　広島県尾道市（新庁舎建設について）
　　　17日　奈良県天理市（まち・ゆめ基本条例について）
　　　　　　愛媛県大洲市（空き店舗対策について）

行政視察受入状況

議会のうごき

あ 

と 

が 

き

次期定例会は
6月13日㈮に開会する予定です。

議会は布野支所２階へ
移転しています。

請願・陳情の提出は
6月11日㈬ 午後5時までに

議会を傍聴してみませんか
　議会の本会議は、どなたでも傍聴することがで
きます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口で傍
聴券を受け取って入場してください。
　なお、傍聴席（18席）が満席となった場合は、入
場を制限しますのでご了承ください。

議会中継をご覧ください
　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員
会の生放送と、当日の夜７時から本会議の再放送
をしています。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の
模様をインターネット配信しています。ぜひご覧くだ
さい。

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出
する制度で、議員の紹介のあるものを請願、ない
ものを陳情と言い、どなたでも提出することがで
きます。

お問い合わせは　議会事務局へ
TEL 0824-54-7879　FAX 0824-54-2922
Eメールアドレス

gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

　ここは三次市観光百選に選ばれている。
岩倉神社本殿の後方に、屏風のように切り
立った大きな石灰岩がたくさん並んでい
る。中世より疱

ほう

瘡
そう

平
へい

癒
ゆ

の「疫
えやみ

の権現様」と尊
崇されてきた。
　20cmあまりの二つの岩の間を、願いを
念じて通過すれば成就するといわれ、近年
甲奴町のパワースポットのひとつとなっ
て、他の地域からの参拝者も多くなってい
る。

岩倉神社の「念願が可能岩」（甲奴町抜
ぬく

湯
ゆ

）

2014（平成26）年
２月１日～４月30日

注意


